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“Iji Computer Ginou Kentei” test in one of the qualification about the medical clerical
work. They are a medical clerical work, computer-related knowledge and a practical skill. In















A Research of the Pattern of Questions in
“Iji Computer Ginou Kentei” Test Part II



























































































検定試験 過去問題 キーワード総数 出現率
第36回 第32回～第35回 160 56％
第37回 第33回～第36回 161 69％
第38回 第34回～第37回 159 70％
第39回 第35回～第38回 152 57％
第40回 第36回～第39回 144 60％
第41回 第37回～第40回 153 70％
検定試験 過去問題 キーワード総数 出現率
第22回 第21回～第18回 146 86％
第23回 第22回～第19回 139 70％
第24回 第23回～第20回 141 50％
第25回 第24回～第21回 158 76％
第26回 第25回～第22回 145 63％

















検定試験 過去問題 キーワード総数 出現率
第36回 第32回～第35回 170 76％
第37回 第33回～第36回 159 73％
第38回 第34回～第37回 153 57％
第39回 第35回～第38回 153 67％
第40回 第36回～第39回 151 77％
第41回 第37回～第40回 136 70％
検定試験 過去問題 キーワード総数 出現率
第22回 第21回～第18回 199 30％
第23回 第22回～第19回 210 31％
第24回 第23回～第20回 215 46％
第25回 第24回～第21回 194 37％
第26回 第25回～第22回 194 43％










































第41回 第40回 第39回 第38回
67％ 57％ 67％ 67％
第27回 第26回 第25回 第24回



























第41回 第40回 第39回 第38回















第27回 第26回 第25回 第24回
83％ 80％ 87％ 97％
第41回 第40回 第39回 第38回
インターネット 50％ 50％ 50％ 45％
ネットワーク 50％ 50％ 50％ 55％
これらの結果から、今回の調査では、3つの重要分野からすべての問題が出題されていること
が分かる。特に、「ネットワークやインターネットに関する問題」が毎回半分近く出題されてい
る。この分野については範囲が大変広いので「インターネット」と「ネットワーク」に分けて出
題率をまとめると、以下の表のとおりになった。
この結果からも分かるように、「ネットワークやインターネットに関する問題」に関しては、
出題傾向に偏りがなく「インターネット」と「ネットワーク」と広い範囲にわたって出題されて
いることが分かる。
5．まとめ
今回も前回と同様、医事コン検定のコンピュータ関連知識について、試験対策として過去問題
解説の有効性と過去問題から分析した重要な試験出題分野の特定という観点での分析を2級試験
と3級試験の両方において行った。前述の分析結果をもとにしてそれぞれの級位に対して、過去
問題解説の有効性について、および前回の調査結果との相違について以下のとおりにまとめるこ
とができる。
1．3級試験について
 前回同様、過去問題解説は大変有効であることが分かった。4回分の試験問題解説により、
合格ラインである60％を超えるキーワードの理解を得ることができる。
 重要な試験出題分野は、「基数変換に関する分野」「5大装置や内部処理に関する分野」「周
辺装置に関する分野」「医療情報システムに関する分野」に絞り込むことができ、これら
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の分野で合格ラインである60％を超える出題がされている。この中で、今回の調査では
「医療情報システムに関する分野」が新たな分野として出題されるようになっている。
2．2級試験について
 前回と比較して出題傾向が大幅に変化している。前回調査では過去問題解説4回分では3
級試験ほど有効とはいえなかったが、今回調査では4回分の解説でも合格ラインである
60％を超える出題がされていることが分かった。また、キーワード総数も大幅に少なく
なっていることからも過去問題解説が前回以上に有効であると考えられる。
 重要な試験出題分野は、前回調査とは全く異なり「ネットワークやインターネットに関す
る問題」「コンピュータシステムの処理形態に関する問題」「レセプトや電子カルテなど医
療情報システムに関する問題」といった3つの分野からの出題となっている。特に「ネッ
トワークやインターネットに関する問題」からの出題が半数近くを占めているため、この
分野の重要性が高くなっている。また、前回調査で重要な出題分野として挙げられた「表
計算ソフトに関する分野」「データベースに関する分野」は今回調査では出題されておら
ず出題傾向が大いに変化していることが分かった。
前回の調査でも分かったことであるが、過去問題を分析することにより、試験対策として重要
分野の把握などについて有効的であることがわかる。また、今回調査で試験問題の出題傾向が変
化してきていることが分かったので、今後も定期的に調査する必要があるであろう。
最後に、今後の課題として、今回の調査は解答選択肢のキーワードを中心としての分析を行っ
たのみであるため、問題内容としての分析がなされていない。そのため問題文についてテキスト
マイニングなどの分析を行うことにより、より詳細な傾向分析をする必要があるのではないかと
考えている。
注
1） 医療秘書教育全国協議会（http://www.medical-secretary.jp/）主催の検定試験としては、医
療秘書技能検定試験、医事コンピュータ技能検定試験、福祉事務管理技能検定試験、電子カ
ルテ実技検定がある。
2） 医療秘書としての知識と技能、業務の遂行を目的とした資格である。1級、準1級、2級、3
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級がある。
3） 医療事務及び医事コンピュータについての知識、カルテ及び診療伝票を基に医事コンピュー
タを用いてレセプトの作成を目的とした資格である。準1級、2級、3級がある。
4） 診療時における医師と患者とのやり取りを、シュミレーション化した問答形式問題を基に、
電子カルテシステム（診療所、病院外来用）を操作し、電子カルテを作成する資格である。
級位は特にない。
5） 三好善彦『医事コンピュータ技能検定における出題傾向の調査―コンピュータ関連知識―』
埼玉女子短期大学研究紀要第21号 2010 pp.315−326.
6） 紀要21号における前回調査では、平成16年11月20日実施の第18回から平成21年6月20日実
施の第27回までの10回分の試験を分析した。
7） 出現率は変化していないことを示すため、『前回と今回の出現率平均に差はない』という仮
説をエクセルのデータ分析機能の「t‐検定：等分散を仮定した2標本による検定」により行
った。その結果、仮説は採択されて出現率は変化していないと考えられる。
8） キーワード総数は変化していないことを示すため、『前回と今回のキーワード総数平均に差
はない』という仮説を出現率に対してと同様の検定を行った。その結果、仮説は棄却されて
キーワード総数は変化していると考えられる。
9） 3級の出現率と同様の検定を行った。その結果、仮説は棄却されて出現率は変化していると
考えられる。
10）3級のキーワード総数と同様の検定を行った。その結果、仮説は棄却されてキーワード総数
は変化していると考えられる。
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